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10月の主な行動 抜チームで見事優勝
2010 ティーボール東関東連盟大会選

う
。
森
の
中
で
、
原
っ
ぱ
で
、
町
の
中

で
き
の
こ
に
会
え
る
。
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
見
つ
け
た
色
も
形
も
さ
ま
ざ
ま

な
、
き
の
こ
の
写
真
絵
本
。

︵
福
音
館
書
店
︶

▲優勝した佐原リトルリーグと小見川リトルリーグの選抜チーム

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

不
要
・
廃
棄
の
本
や
雑
誌

　

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
開
催
時

に
、
佐
原
図
書
館
所
蔵
の
本
や
雑

誌
を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
28
日
㈰　

9
時
〜

■
場
所　

佐
原
文
化
会
館
内
ロ

ビ
ー
小
部
屋

佐
原
中
央
図
書
館

 

☎
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1
3
4
3

10月15日栗のイガに気をつけて
　神道山ボランティアクラ
ブ主催による栗拾いが神道
山（津宮）で行われ、津宮
幼稚園の園児たちが参加し
ました。園児たちは地面に
落ちたイガに覆われた栗
を、長靴を履いた足をうま
く使いながら拾い集め、袋
いっぱいになった栗に大満
足しました。

　㈶リトル野球協会による「2010ティーボール東関東連盟大会」が龍ヶ
崎ふれあい公園で、10月1₇日に開催されました。
　大会には、千葉県・茨城県から25チームが参加。香取市からは、佐
原リトルリーグと小見川リトルリーグから選抜された11人のリーガー
が「team�KATORI」を結成し、関東大会出場をかけて手に汗握る熱
戦を繰り広げました。
　大会では、古谷監督の采配で、次々に強い相手チームを破り、決勝
戦では世界大会出場経験もある古豪「千葉市リトルリーグ」と対戦。
team�KATORIは、「走塁・攻撃・守備」が噛み合い、見事₆対₀で
優勝し、関東大会出場を手にしました。
　佐原リトルリーグ伊藤事務局長は「リーグ設立36年目、初めての関
東大会出場で感動しています。関東の舞台ではのびのびと自分達のプ
レーを楽しんで貰いたい。」とコメントしていました。

10月24日日ごろの練習成果を披露
　みずほふれあいセンター
で、各教室の発表会と地域
住民の交流を目的に、みず
ほふれあいセンターまつり
が開催されました。場内に
は、生け花・書道・ちぎり絵・
手編み物などの展示や、各
教室の日ごろの成果を作品
として紹介。舞台では、カ
ラオケやフラダンス教室な
ど、歌や踊りが披露されま
した。

10月₁日㈮　国民体育大会カヌー競技開始式
　　₂日㈯　とくとく商品券発売
　　₃日㈰　山田区敬老祝賀式典
　　　　　　国民体育大会カヌー競技種目別表彰式
　　₄日㈪　国民体育大会ハンドボール競技表彰式
　　₅日㈫　経営体育成基盤整備事業府馬工区起工式
　　₆日㈬　香取市東庄町病院組合議会
　　₇日㈭　千葉県医療再生本部会議
　　10日㈰　チバテレビ佐原の大祭に係る取材
　　12日㈫　成田空港圏自治体連絡協議会
　　13日㈬　成田空港に関する四者協議会
　　14日㈭　中学生議会
　　16日㈯　北佐原ふれあいグラウンドゴルフ大会
　　17日㈰　悠々のつどい（栗源区敬老会）
　　18日㈪　香取広域市町村圏事務組合議会  
　　21日㈭　環境審議会
　　22日㈮　老人の日記念百歳の高齢者に対する記念品贈呈（25・26日）
　　23日㈯　ふれあいスポーツ大会
　　24日㈰　小見川区敬老会／みずほふれあいセンターまつり
　　27日㈬　定例記者会見
　　29日㈮　市議会12月定例会開会／市議会全員協議会

▲市役所庁舎消防訓練
　（10月19日㈫）
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香
取
遺
産

　

お
寺
や
墓
地
な
ど
で
、
石
灯と

う

籠ろ
う

に
似
た
石
造
物
を
見
か
け
た
こ
と

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
火
を
灯
す

火ひ

袋ぶ
く
ろ

が
な
く
、
火
袋
に
あ
た
る
所

に
は
地
蔵
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
灯
籠
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
石
幢
と
呼
ば
れ
る
供

養
塔
で
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
造
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
石
幢
の
起
源
は
、
仏
堂
の
中

で
吊
り
下
げ
ら
れ
る
幢ど

う

幡ば
ん

と
呼
ば

れ
る
布
製
の
荘し

ょ
う

厳ご
ん

具ぐ

を
石
で
模
し

た
も
の
で
、
中
国
の
隋
･
唐
時
代

に
流
行
し
ま
し
た
。
我
が
国
に
は

平
安
時
代
末
期
に
伝
わ
り
、
経
典

を
保
存
･
埋
納
し
た
標
識
と
し
て

立
て
ら
れ
ま
し
た
。
中
世
に
な
る

と
地
蔵
信
仰
と
結
び
つ
い
て
、
六

地
蔵
石
幢
と
し
て
全
国
各
地
に
広

ま
り
ま
す
。

　

人
間
を
含
め
て
す
べ
て
の
生
命

は
、
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生

道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
上
道

の
6
つ
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
り

を
繰
り
返
す
と
い
う
六
道
輪り

ん

廻ね

の

思
想
が
あ
り
ま
す
。
地
蔵
菩
薩
は
、

六
道
を
巡
っ
て
迷
い
苦
し
む
衆し

ゅ

生じ
ょ
う

を
救
済
し
、
極
楽
へ
導
い
て
く
れ

る
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
地

蔵
菩
薩
の
6
つ
の
分
身
が
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

六
地
蔵
と
い
い
ま
す
。
今
で
も
、

墓
地
や
お
寺
の
入
口
な
ど
で
6
体

の
お
地
蔵
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
の

を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　

六
地
蔵
石
幢
に
は
、
大
き
く
分

け
て
、
重
制
と
単
制
の
2
種
が
あ

り
ま
す
。
重
制
の
も
の
は
基
礎
の

上
に
竿
を
立
て
て
中
台
を
置
き
、

そ
の
上
に
龕が

ん

・
笠
・
宝
珠
を
の
せ

ま
す
。
単
制
の
も
の
は
竿
と
中
台

が
な
く
、
基
礎
の
上
に
幢
身
を
立

て
、
そ
の
上
に
笠
と
宝
珠
を
の
せ

て
い
ま
す
。
重
制
で
は
龕
部
、
単

制
で
は
幢
身
が
六
角
形
に
整
形
さ

れ
、
各
面
に
地
蔵
像
が
彫
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
四
角
形
や
八
角
形
の

「六地蔵石
せきどう

幢」

も
の
も
あ
り
ま
す
。
地
蔵
像
は
、

浮
き
彫
り
や
線
刻
、
梵
字
な
ど
で

表
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
竿
部
に
輪

廻
車
を
取
り
付
け
た
も
の
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
市
内
で
最
も
古

い
石
幢
は
、
新
市
場
地
区
に
あ
る

天
正
2
年
（
1
5
7
4
）
の
も
の

で
す
が
、
多
く
は
江
戸
時
代
に
造

立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
目
的

は
故
人
の
追
善
供
養
や
自
身
の
逆ぎ

ゃ
く

修し
ゅ

供
養
（
生
前
か
ら
死
後
の
冥
福

を
祈
っ
て
仏
事
を
行
う
こ
と
）
で
、

江
戸
時
代
中
期
ご
ろ
に
は
念
仏
や

月
待
・
日
待
と
い
っ
た
講
で
立
て

ら
れ
た
も
の
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

間
信
仰
が
盛
ん
で
、
多
種
多
様
の

石
造
物
が
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
六

地
蔵
石
幢
は
、
こ
の
よ
う
な
江
戸

庶
民
の
信
仰
を
今
に
伝
え
る
資
料

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）
1
2
2
4

▲単制の石幢 ( 西和田地区 )

江戸庶民の地蔵信仰

▲重制の石幢 ( 大角地区 )


